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〈道話〉自修編［玉川道話・自脩篇］【判型】半紙本3巻3冊。原寸縦228粍。【作者】小町(おまち)雄八（玉川）作。長谷川五平・亀田綾瀬(りょうらい)・石川雅望（六樹園）序。酒井履信跋。【年代等】文政11年8月、長谷川五平序。同年10月、亀田綾瀬序。同年7月跋。文政12年1月刊。［江戸］本心堂蔵板。河内屋太郎兵衛（奎文閣）売出。【備考】分類「教育」。上総・下総など関東各地で平易な教えを説いた小町玉川晩年の道話をまとめたもの。全3巻14章からなり、上巻に「父子」「君臣」の2章、中巻に「夫婦」「兄弟」「朋友」「士」「農」「工」「商」の7章、下巻に「学習」「経済」「釈教」「旅困」「養生」の5章を収録する。このうち、上巻「父子」章と下巻「学習」章では主に子育てについて論じる。「父子」章では、まず「五倫」や「父子」の要点を述べた後、慈悲心で子どもを育てることが父の道であり、幼時の教育如何で子どもの善悪・吉凶・禍福一生涯が決まるのでこの時期を粗略にしてはならないと戒める。続けて、子どもが不善人になるのは父母が教育法を知らないからであるとし、子育ての要点として「子どもに嘘をつかない」「幼時のうちに教育せよ」「子育ては何事も老人に相談し人事を尽くせ」「師を選び、師に贈る金銭等については子どもに語るな」等々を説く。また「学習」章では、学習・学問・礼の字義や素読法について述べる。◎禁無断転載・複製
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